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論 文 内 容 の 要 旨
　本論文の特徴は、高齢者の健康寿命の延伸を目指した新たな運動法（以下、卓球用新プログラム）の開
発、および同プログラムの有用性について検証を行った点にある。健康寿命の延伸には、activities of daily 
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た。対象は、A 指導者（男性、35歳、指導歴：3年）により65 ～ 69歳の男性名、女性3名、B 指導者（男



















































曖昧である、② 運動強度の推定に %HR max（最大心拍数に対する比率）を用いているが、同値は環境温
度や心理的要因に影響される面があるため、最大下運動から求める推定最大酸素摂取量に対する相対的な比
率（%VO max）から探究する必要がある、③ 卓球用新プログラムの客観性の指標を３名の指導による体力
結果から評価しているが、３名では少ないように思われる、④ 卓球用新プログラムの競技性を勝敗の結果
から評価しているが、競技性の定義が不明であり、他の因子からの評価も検討する必要がある、⑤ 指導者
養成のプログラムが不明である、⑥ 内的妥当性に関する統計処理が十分でない、などが考えられる。今後、
以上のようなことを詳細に検証するとともに、卓球以外の競技種目や運動プログラムとの比較検討を含めて、
新卓球用プログラムを用いた運動効果の検証、および検証結果に基づく新プロブラムの構築や特性が明確に
されることによって、一般化されることが望まれる。そして、構築された卓球用新プログラムは、学術論文
や指導書に纏め・啓発することによって、多くの高齢者の健康の維持増進に有用な運動法として利用される
ことを期待したい。
　
　以上、審査結果の要旨を説明したが、森山琢磨氏の論文は博士学位申請論文としての水準に達しており、
博士学位（人間福祉）の授与に値するものと判断する。
